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論文内容要旨
 軟骨移植の実験的研究、ま1860年代に始まり,臨床的には1890年代に初めて応用されている。
 本邦にむハてはこれまで,臨床的に使用される機会ほきわ劾て少なかったが,最近では,主として形
 成外科を中心とする分野で次第にての利用か増してゆく傾向にある。しかし移植軟骨の運命に関して
 は,臨床的長期観察はもちろん,その実験的研究も少なく、移植軟骨の生存,変性,成長.軟骨特有
 の性状の変化,移植軟骨の軟骨膜の有無.こよる優劣などの点で,臨床的にも実験的にも,これまでの
 研究者G)結果は一定で風ない。著者ばこれらの点につき明確な知見をうるため'⊂,次のような実験を
 行なった。生後2ヵ月,8003～1,0003の家兎70羽を使用し,一定の大きさに切g抜いた耳介軟
 骨及び肋軟骨を,一部は軟骨膜を除去し,一部は軟骨膜を残したま』,・それぞれを次に述べる8群に
 分づ'て自家及ぴ同種移植し,移植後2週,12週,24週,36週後にとり出し,軟骨片の色,つや
 硬さを観察し,大きさを測定し,各群について組織学的検索(酵素組織学的検索を含む)を行なった。
 第1群は,耳介軟骨を腰背部皮下へ自家移植したもので,性状は移植前と変化なく,大きさは,移
 植片の直径の平均値の信頼限界によってみれば,12週では明らかな増加を示したが,それ以後では
 明らかな差はなく,厚さもみるべき差はなかった。組織学的にほ,ほy正常家兎の加令的変化をたど
 っている。第2群(耳介軟骨を腰背部皮下へ同種移植)では,移植軟骨の性状に特に変化なく,大
 きさでも増大をみ,吸収ないし消失を思わせる所見はないが,9ケ月に拾いても周囲に細胞浸潤を認
 めた。乳酸脱水素酵素(LDH)活性でば,移植軟骨の最外側部潭活性の消失した軟骨芽細胞の層が
 出現する。第3群(耳介軟骨の腰背筋内へ自家移植)では,性状に変化なく,移植片の増大は認め
 たが,組織学的には,軟骨の辺縁が凹凸不正になる傾向があり,軟骨自体の変化よりも周圏の筋組織
 の変性が目立つ。LDH活性は正常家兎に比べ,や＼弱く不規則である。第4群(耳介軟骨を腰背
 筋内への同種移植)では,性状は正常家兎とかわりなく,明らかな直径の増大はみられるが,移植片
 周辺部の筋組織の変性と細胞浸潤は第3群よりも目立つ。LDH活性は第2群と同様に軟骨片最外側
 部に不活性の層がみられた。第5群(耳介軟骨を鼻骨背面骨膜下へ自家移植)では性状にほ変化な
 く,移植片'の厚さは減少しているようだが,直径は増大し,骨に接している圓の軟骨芽細胞の扁平化
 を増しているほかは正常家兎と著るしい形態の差はない。LDH活性では,胞体の空胞化ほみられる
 が,なお強くもっている。第6群(耳介軟骨の左右打ち抜き交換自家移植)では,性状にかわりな
 く,大きさも増して論り,組織学的にも第1群とほy同様である。第7群(肋軟骨を腰背部皮下へ
 自家移植)では,移植片は移植前と比べ硬度なましているが,正常家兎のそれと変わりなく,大きさ
 も長軸方向への増大をみたが,組織学的匹は軟骨の石灰化,骨化は正常肋軟骨よりも早期に貧こる傾
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 向πあり,軟骨細胞内の空胞も目立つ。LDH活性ほ正常に比べて,全体としてや㌧低下している。
 第8群(肋軟骨を腰背部皮下へ同種移植)で,ま,性状は第7群とほとんど同じで,長軸方向への増大
 も認める。組織学的にはやはり石灰化,骨化の時期は正常よりも早く,また辺縁部は凹凸不正である。
 周囲組織の細胞浸潤も目立つ。LDH活性も正常より低下している。
 以上の実験結果から総合すると,1)移植軟骨の軟骨膜の有無ば,性状,大きさ,組織学的変化に
 みるべき差はなかった。移植片の性状、ま自家,同種移植のいずれでも正常家兎と比較してほとんど差
 がなく,移植後二D移植片の大きさについては,耳介軟骨の鼻骨骨膜下自家移植群で,や、厚さが減少
 しているものもあったが,全群で増大をみ,軟骨移植は臨床的に十分使用し得る方法と云える。
 2)組織学的には,移植前成長段階にあった軟骨の変化は,移植後,正常家兎の加令的変化とほy
 平行して行われたが,肋軟骨で、ぱすべて,正常家兎よりも早期に骨化機転,従って老化がむこる傾向
 にあり,軟骨の特性が厳しく要求される部位への移植には欠点があるが,形態的,量的な臨床的要請
 πは十分応えうると推定される。
 3)同種移植群では,軟骨の吸収,移植床組織の侵入,軟骨の消失などの傾向はなかったが,周囲
 組織の反応性変化や,移植軟骨周辺部にLDH不活性の層の出現などがみられ,同種移植も臨床的に
 は禾1」用の価値は大きいと,思われるが,.自家移植の方が望ましいと考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者は最近特に形成外科の分野で重要視される軟骨遊離移植に対する基礎的知見を明らかにせん
 として本研究を行なった。特に移植軟骨の生存,変性,成長,軟骨特有の性状の変化,移植軟骨の
 軟骨膜の有無による優劣なと忙ついて追及し,家兎70羽につぎ,一定の大きさに切り抜いた耳介軟骨及び
 肋軟骨を,一部は軟骨膜を除去し,一部は軟骨膜を残したまま,それぞれ移植条件を変えた8群に
 分けて逐週観察し,軟骨片の色,つや,硬さ,大ぎさの変動について検索,また各群について組織
 学的検索(酵素組織学的検索を含む)を行なったものである。耳介軟骨を腰背部皮下へ自家移植し
 たものでは,その大きさが12週では明らかな増加を示したが,それ以後では大きさ,厚さに変化
 はなかった。耳介軟骨を腰背部皮下へ同種移植したものでは,移植軟骨の大ぎさに大なる変化はな
 く,ただLDH活性を見ると,移植軟骨の最外側部に活性の消失した軟骨芽細胞の層が出現するこ
 とが注目される。耳介軟骨の腰背筋内へ自家移植したものと,同じく同種移植したものとでは,い
 ずれも明らかな直径の増大はみられるが,移植片周辺部の筋組織の変性と細胞浸潤は前者よりも後
 者の方が目立つ。耳介軟骨を鼻骨背面骨膜下へ自家移植した場合に,その骨に接している側の軟骨
 芽細胞の扁平化を増し,胞体の空胞化はみられるが,LDH活性はなお強くもっていることが注
 目される。耳介軟骨の左右打ち抜ぎ交換自家移植では,性状にあまり変化を来さず,肋軟骨の腰背
 部皮下への自家移植では,移植片は移植前と比べ硬度はまし,大きさも長軸方向への増大をみた。
 しかし組織学的には軟骨の石灰化,骨化は正常肋軟骨よりも早期におこる傾向にあり,軟骨細胞内
 への空胞も目立ち,LDH活性は肋軟骨を腰背部皮下へ同種移植したものでもほぼこれと同様所見
 である。
 以上の結果を総合して著者が(1)移植軟骨の軟骨膜の有無では,性状,大ぎさ,組織学的変化にみ
 るべき差はなかったこと,自家,同種移植のいずれでも正常と比較してほとんど差がなかったこと,
 また全群で移植片の増大をみたことは,軟骨移植の臨床的応用に重要な示唆を与えるものであり,
 また(21同種移植群の方が,周囲組織の反応性変化や,移殖軟骨周辺部にLDH不活性の層の出現など
 がみられることから,同種移植も臨床的には利用の価値は大きいとはいえ,自家移植の方がより望
 ましいと結論していること等は,今日の臨床的応用に大きな寄与を示すもので,本論文は十分学
 位に値するものと認める。
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